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主 な 記 事

７
月
26
日
か
ら
８
月
11
日
ま

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
「
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

で
日
本
選
手
団
は
、
金
20
・
銀

12
・
銅
13
の
総
数
45
個
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
日

本
勢
の
金
メ
ダ
ル
数
と
メ
ダ

ル
総
数
は
、
海
外
開
催
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
歴
代
最
多

で
す
。

こ
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
、
自
衛
隊
体
育
学
校
か

ら
７
人
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。
女
子
柔
道
70
kg
級
の

新
添
左
季
選
手
（
２
等
陸
尉
）

は
、
個
人
戦
で
は
メ
ダ
ル
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
８
月
３
日
の
混
合

団
体
戦
で
は
銀
メ
ダ
ル
の
獲

得
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
男
子
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
74
kg
級
の
高
谷

大
地
選
手
（
１
等
陸
尉
）
は
、

８
月
11
日
、
決
勝
で
敗
れ
た
も

の
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

同
じ
く
11
日
、
近
代
五
種
の

男
子
決
勝
で
は
、
佐
藤
大
宗
選

手
（
２
等
海
曹
）
が
こ
の
種
目

日
本
史
上
初
と
な
る
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。

近
代
五
種
は
、
１
人
の
選
手

が
１
日
の
間
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、

水
泳
、
馬
術
、
レ
ー
ザ
ー
ラ
ン

（
射
撃
＋
ラ
ン
）
を
行
い
、
万

能
性
を
競
う
複
合
競
技
で
、
そ

の
過
酷
さ
か
ら
「
キ
ン
グ
・
オ

ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
８
月

27
日
、
木
原
稔
防
衛
大
臣
ら
に

帰
国
報
告
を
し
ま
し
た
。

防
衛
講
堂
で
行
わ
れ
た
帰
国

報
告
で
は
選
手
を
代
表
し
高
谷

１
尉
が
木
原
防
衛
大
臣
に
申
告
。

危
険
な
暑
さ
が
相
次
い
だ
７
月
の
全
国
の
平
均
気
温
は
、
７
月
と
し
て
は
気
象
庁
が
統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
暑
さ
は
、

８
月
も
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
８
月
８
日
16
時
43
分
頃
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
震
源
域
に
あ
た
る
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
。
宮
崎

県
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
、
気
象
庁
は
、
午
後
７
時
過
ぎ
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
岸
田
文
雄
総
理

大
臣
は
、
９
日
午
後
か
ら
予
定
し
た
中
央
ア
ジ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
訪
問
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
の
中
、
国
内
大
地
震
の

発
生
が
よ
り
危
惧
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
日
本
選
手
団
は
、
海
外
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
し
て
最
も
多
い
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
自
衛
隊
体
育
学
校
か
ら
出
場
し
た
選
手
も
３
人
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

直直
面面
すす
るる
内内
憂憂
外外
患患
のの
日日
本本
列列
島島

パパ
リリ
五五
輪輪
でで
自自
衛衛
隊隊
体体
育育
学学
校校
のの
選選
手手
活活
躍躍

◇◇
直直
面面
すす
るる
内内
憂憂
外外
患患
のの
日日
本本
列列
島島

１１
面面

◇◇
回回
想想
「「
令令
和和
６６
年年
能能
登登
半半
島島
地地
震震
対対
応応
」」

２２
面面

◇◇
令令
和和
６６
年年
版版
防防
衛衛
白白
書書
のの
概概
要要

３３
面面

◇◇
特特
集集
「「
パパ
リリ
２２
００
２２
４４
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
のの
戦戦
績績
」」

８８
面面

シリーズ
企 画

家
族
会
長
等
奮
戦
記

❶
面

自
衛
隊
を
動
か
す
Ｍ
Ｃ
（
第
４
回
）
、
美
佐
の
新
国
防
論
、
き
ず
な

➋
面

米
国
事
情
（
第
54
回
）

➌
面

歌
壇
・
俳
壇
、
健
康
の
扉

❻
面

シ
ニ
ア
の
鉄
人
「
相
談
事
例
か
ら
見
る
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
『
や
り
甲
斐
』
」

❼
面

木
原
防
衛
大
臣
は
、
選
手
た

ち
が
世
界
最
高
の
舞
台
で
全
力

を
尽
く
し
、
日
本
国
民
に
感
動

と
勇
気
を
届
け
た
こ
と
を
称
賛

し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
嶋
体
育

学
校
長
や
各
競
技
の
監
督
、
コ

ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
が
選
手
た
ち

の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
に
尽
力
し
た
こ
と
も
高
く
評

価
し
、
そ
の
貢
献
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
最

後
に
、
選
手
た
ち
が
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
で
さ
ら
な
る
活

躍
を
遂
げ
る
こ
と
を
祈
る
と
語

り
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
ま
し

た
。

（
関関
連連
記記
事事
８８
面面
）

防
衛
講
堂
で
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
に
よ
る
帰
国
報
告
（
防
衛
省
Ｗ
ｅ
ｂ
）

自自
己己
紹紹
介介

新
潟
県
自
衛
隊
家
族
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
早
川
澄
男
と
申
し
ま
す
。
以

前
は
一
会
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
に
前
事
務
局

長
の
辞
任
に
伴
い
事
務
局
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
会
長
の
辞
意
に
よ
り
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
第
７
代
新
潟
県
家

族
会
（
当
時
は
父
兄
会
）
会
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
。
各
副
会
長
や
新
潟
地
本

協
力
本
部
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
13
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

新新
潟潟
県県
のの
紹紹
介介

新
潟
県
は
、
日
本
海
側
唯
一
の
政
令

指
定
都
市
で
あ
る
新
潟
市
を
中
心
に
、

30
の
市
町
村
と
佐
渡
ヶ
島
、
粟
島
な
ど

の
離
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

内
は
南
北
に
長
く
、
約
３
３
０
km
に
わ

た
る
海
岸
線
を
有
し
、
５
つ
の
県
と
隣

接
し
て
い
ま
す
。
交
通
網
は
新
幹
線
２

路
線
、
高
速
道
路
と
国
道
各
５
路
線
、

空
港
と
非
常
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日

本
海
側
の
重
要
港
湾
も
存
在
し
ま
す
。

四
季
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
観
光

地
も
豊
富
で
す
。
冬
は
ス
キ
ー
、
春
は

桜
と
新
緑
、
夏
は
海
水
浴
、
秋
は
紅
葉

が
楽
し
め
、
温
泉
地
も
多
数
あ
り
、
訪

れ
る
方
に
二
重
の
満
足
感
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

本
県
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
２
つ
の

駐
屯
地
、
海
上
自
衛
隊
の
１
つ
の
基
地
、

航
空
自
衛
隊
の
２
つ
の
分
屯
基
地
が
所

在
し
、
わ
が
国
の
防
衛
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

新新
潟潟
県県
自自
衛衛
隊隊
家家
族族
会会

新
潟
県
自
衛
隊
家
族
会
は
、
７
つ
の

地
域
協
議
会
と
28
の
地
区
会
で
構
成
さ

れ
、
約
１
５
０
０
人
の
会
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

定
期
総
会
は
新
潟
・
中
越
・
上
越
地

区
の
輪
番
で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
会
に

は
年
に
１
回
の
総
会
開
催
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
会
で
は
、
県
家
族
会
の
活
動

方
針
や
会
長
の
方
針
・
要
望
を
徹
底
し
、

地
方
協
力
本
部
の
各
所
長
に
も
参
加
を

仰
い
で
、
隊
員
募
集
状
況
や
募
集
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

家家
族族
支支
援援
協協
力力

平
成
24
年
、
陸
幕
の
要
望
に
基
づ
き

全
国
自
衛
隊
父
兄
会
か
ら
家
族
支
援
協

力
の
試
行
案
が
示
さ
れ
た
際
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
べ
き
か
非
常
に
悩
み
ま
し

た
。
地
方
協
力
本
部
や
駐
屯
地
業
務
隊

に
相
談
し
て
も
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ

ず
、
試
行
期
間
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
北
関

東
地
域
協
議
会
で
各
県
の
家
族
支
援
状

況
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
隊
員
の
意
見
を
尊
重
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
家
族
支
援
協
力
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、
連
絡
網
の
構
築
が
最
初

の
一
歩
と
判
断
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
７
月
に
は
、
高
田
駐
屯
地

と
上
越
市
家
族
会
が
共
同
で
家
族
支
援

訓
練
「
越
後
の
絆
」
を
実
施
し
、
多
大

な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
越
後
の

絆
Ⅱ
」
を
高
田
駐
屯
地
体
育
館
で
実
施

し
、
家
族
支
援
の
目
的
や
必
要
性
に
つ

い
て
広
く
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

日
使
用
し
た
要
図
が
「
家
族
支
援
協
力

の
手
引
き
」
に
採
用
さ
れ
る
と
い
う
名

誉
を
得
ま
し
た
。

今
後
は
、
海
・
空
自
衛
隊
の
部
隊
に

対
す
る
支
援
態
勢
を
さ
ら
に
整
備
し
、

隊
員
が
安
心
し
て
職
務
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

結結
びび

新
潟
県
自
衛
隊
家
族
会
は
、
微
力
な

が
ら
も
部
隊
や
隊
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る

家
族
会
と
な
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

88新新潟潟県県自自衛衛隊隊家家族族会会
会会長長 早早川川 澄澄男男

新新
潟潟
県県
自自
衛衛
隊隊
家家
族族
会会
のの
歩歩
みみ
とと
未未
来来

７
月
28
日
、
日
米
安
全
保
障

協
議
委
員
会
（
日
米
「
２
＋
２
」
）

が
都
内
で
開
催
さ
れ
、
日
本
側

か
ら
は
、
上
川
陽
子
外
務
大
臣

お
よ
び
木
原
稔
防
衛
大
臣
が
、

米
側
か
ら
は
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・

ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
国
務
長
官
お

よ
び
ロ
イ
ド
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

米
国
国
防
長
官
が
そ
れ
ぞ
れ
出

席
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。わわ

れれ
わわ
れれ
のの
今今
日日
のの
決決
定定
がが
将将

来来
をを
決決
定定
づづ
けけ
るる
重重
要要
なな
局局
面面

◇
冒
頭
、
日
本
側
か
ら
、
法
の

支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ

た
国
際
秩
序
を
揺
る
が
す
動
き

が
続
い
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の

今
日
の
決
定
が
将
来
を
決
定
づ

け
る
重
要
な
局
面
に
あ
る
。
既

存
の
国
際
秩
序
を
守
り
抜
く
た

め
に
、
同
盟
を
絶
え
間
な
く
強

化
し
、
抑
止
力
を
高
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
旨
発
言
。

米
側
は
、
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
を
維
持
す

る
わ
れ
わ
れ
の
能
力
を
支
え
る

同
盟
の
役
割
、
任
務
お
よ
び
能

力
の
強
化
に
お
け
る
並
外
れ
た

進
展
を
祝
福
。

◇
日
米
双
方
は
、
４
月
の
岸
田

文
雄
内
閣
総
理
大
臣
の
米
国
公

式
訪
問
が
、
日
米
同
盟
を
か
つ

て
な
い
高
み
に
到
達
さ
せ
る
歴

史
的
な
訪
問
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
同
訪
問
を
受
け
、

未
来
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
同
盟

の
指
揮
・
統
制
の
向
上
、
防
衛

産
業
お
よ
び
先
端
技
術
協
力
の

深
化
並
び
に
領
域
横
断
作
戦
の

強
化
を
含
む
、
新
た
な
戦
略
的

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
実
現
す
る

意
図
を
再
確
認
。

◇
米
側
は
、
核
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
能
力
を
用
い
た
日
米
安
全
保

障
条
約
第
５
条
の
下
で
の
日
本

の
防
衛
に
対
す
る
米
国
の
揺
る

ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
改

め
て
表
明
す
る
と
と
も
に
、
日

米
安
全
保
障
条
約
第
５
条
が
尖

閣
諸
島
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
。

共共
同同
発発
表表
でで
米米
軍軍
のの
態態
勢勢
にに
言言
及及

ま
た
共
同
発
表
で
は
「
米
国

は
、
平
時
お
よ
び
緊
急
事
態
に

お
け
る
相
互
運
用
性
お
よ
び
日

米
間
の
共
同
活
動
に
係
る
協
力

の
深
化
を
促
進
す
る
た
め
、
在

日
米
軍
を
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司

令
官
隷
下
の
統
合
軍
司
令
部
と

し
て
再
構
成
す
る
意
図
を
有
す

る
。
こ
の
、
再
構
成
さ
れ
た
在

日
米
軍
は
、
自
衛
隊
統
合
作
戦

司
令
部
の
一
つ
の
重
要
な
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
こ
と
が

意
図
さ
れ
る
」
と
し
て
、
米
軍

の
運
用
態
勢
の
強
化
を
明
記
。

ま
た
「
日
米
同
盟
が
厳
し
い

戦
略
・
核
環
境
に
直
面
す

る
中
、
米
国
の
拡
大
抑
止

を
引
き
続
き
強
化
す
る
と

と
も
に
、
主
に
日
米
拡
大

抑
止
協
議
を
通
じ
た
拡
大

抑
止
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
協

力
を
強
化
す
る
こ
と
の
決

定
的
な
重
要
性
を
強
調
。

閣
僚
は
、
実
質
的
な
戦

略
レ
ベ
ル
の
議
論
を
深
め

る
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示

す
た
め
、
拡
大
抑
止
に
関
す
る

初
の
日
米
閣
僚
会
合
を
開
催
し

た
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
３
日
に
米
国
防

総
省
が
発
表
し
た
米
軍
の
最
新

鋭
戦
闘
機
を
日
本
に
配
備
す
る

と
し
た
内
容
に
つ
い
て
「
日
本

全
土
で
戦
術
戦
闘
機
を
近
代
化

す
る
米
国
の
計
画
を
歓
迎
し
た
」

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
木
原
防
衛
大
臣
は
29

日
、
防
衛
省
で
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

米
国
国
防
長
官
と
日
米
防
衛
大

臣
会
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
省
は
８
月
２
日
「
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
に
関
す
る
有

識
者
会
議
（
座
長
・
榊
原
定
征

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体

連
合
会
名
誉
会
長
）
」
第
２
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
安
全
保
障
分
野

に
お
け
る
産
学
官
の
研
究
開
発

に
つ
い
て
「
わ
が
国
に
お
い
て

も
防
衛
省
の
研
究
機
関
と
、
産

業
界
、
大
学
・
研
究
機
関
等
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
密
接
に
連
携

し
つ
つ
、
先
端
技
術
に
関
す
る

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
「
エ
コ
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
わ
が
国
の
防
衛

力
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
科
学

技
術
力
、
経
済
力
を
含
む
わ
が

国
の
国
力
全
体
の
向
上
に
つ
な

げ
て
ゆ
く
」
と
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
防
衛
省
か

ら
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
画

期
的
な
装
備
品
等
を
生
み
出
す

機
能
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た

め
、
本
年
10
月
「
防
衛
装
備
庁

防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研

究
所
（
仮
称
）
」
を
恵
比
寿
ガ

ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
に
創
設
予
定

と
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

政
府
は
８
月
６
日
、
重
大
な

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ

「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
」
の

導
入
に
向
け
、
サ
イ
バ
ー
安
全

保
障
分
野
で
の
対
応
能
力
の
向

上
に
向
け
た
有
識
者
会
議
（
座

長
・
佐
々
江
賢
一
郎
元
駐
米
大

使
）
の
第
３
回
会
合
を
首
相
官

邸
で
開
き
、
提
言
に
向
け
、
①

官
民
連
携
の
強
化
②
通
信
情
報

の
利
用
③
攻
撃
元
へ
の
侵
入
・

無
害
化
の
各
分
野
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
論
点
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

国国
家家
安安
全全
保保
障障
戦戦
略略
のの
実実
現現
にに

向向
けけ
てて
のの
有有
識識
者者
会会
議議
のの
開開
催催

シ
ッ
プ
」
に
格
上
げ
さ
れ
た
こ

と
を
歓
迎
し
、
安
全
保
障
分
野

を
含
め
て
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
協

力
関
係
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る

こ
と
へ
の
期
待
を
示
す
と
と
も

に
、
木
原
防
衛
大
臣
が
昨
年
11

月
に
打
ち
出
し
た
「
防
衛
協
力

強
化
の
た
め
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

大
臣
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
・
ジ
ャ

ス
ミ
ン
」
も
踏
ま
え
、
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
む
多
国
間
協
力
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
も
一
致

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
原
防
衛
大
臣
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
国
連
平

和
維
持
活
動
の
中
で
命
を
落
と

さ
れ
た
故
中
田
厚
仁
氏
（
国
連

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
お
よ
び
故
高

田
晴
行
警
視
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ

ア
暫
定
機
構
・
文
民
警
察
官
）

の
慰
霊
碑
に
献
花
を
し
ま
し
た
。

日日
越越
防防
衛衛
大大
臣臣
会会
談談

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ザ
ン
越
国

防
大
臣
と
の
会
談
を
行
い
、
二

国
間
、
多
国
間
の
防
衛
協
力
・

交
流
を
引
き
続
き
強
化
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

な
お
両
大
臣
は
、
昨
年
末
の

日
越
首
脳
会
談
に
お
い
て
「
包

括
的
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
に
格
上
げ
さ
れ
た
日
越
二

国
間
関
係
の
下
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

交
流
、
防
衛
装
備
・
技
術
協
力
、

能
力
構
築
支
援
や
教
育
交
流
を

は
じ
め
、
今
後
さ
ら
に
両
国
の

防
衛
協
力
・
交
流
が
幅
広
い
分

野
に
お
い
て
進
展
す
る
こ
と
へ

の
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
両
大
臣
は
、
日
越
防
衛

装
備
品
・
技
術
移
転
協
定
に
基

づ
く
初
の
防
衛
装
備
品
の
移
転

案
件
と
し
て
、
中
古
資
材
運
搬

車
の
譲
渡
に
係
る
細
目
取
極
お

よ
び
防
衛
当
局
間
取
決
め
の
署

名
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
資
材
運
搬
車
は
、
不
整

地
に
お
け
る
築
城
資
材
等
の
運

搬
の
ほ
か
、
災
害
時
等
に
は
瓦

礫
等
の
運
搬
等
に
お
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
自
衛
隊

法
第
１
１
６
条
の
３
に
基
づ
く

無
償
譲
渡
と
し
て
２
台
が
譲
渡

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
木
原
防
衛
大
臣
は
、

軍
事
技
術
学
院
を
訪
問
し
、
視

察
を
行
う
と
と
も
に
防
大
卒
業

生
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

有識者会議第２回総会(防衛省X)

拡大抑止に関する日米閣僚会合(外務省Web)

木
原
稔
防
衛
大
臣
は
、
８
月

４
日
か
ら
７
日
の
間
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）
お
よ
び

ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
）
を
訪
問

し
、
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
防
衛
相
会

談
お
よ
び
日
越
防
衛
相
会
談
を

行
い
ま
し
た
。

日日
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
防防
衛衛
大大
臣臣
会会
談談

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
テ
ィ
ア
・

セ
イ
ハ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
副
首

相
兼
国
防
大
臣
と
の
会
談
を
行

い
、
今
後
も
、
日
カ
ン
ボ
ジ
ア

防
衛
協
力
・
交
流
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
大
臣
は
、
昨
年
、

日
カ
ン
ボ
ジ
ア
外
交
関
係
樹
立

70
周
年
の
機
会
に
両
国
関
係
が

「
包
括
的
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

日日
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
防防
衛衛
大大
臣臣
会会
談談

おお
よよ
びび
日日
越越
防防
衛衛
大大
臣臣
会会
談談

軍事技術学院を訪問・視察(防衛省Web)

巡閲を行う木原防衛大臣(防衛省Web)

中古資材運搬車(防衛省Web)

日日
米米
「「
２２
＋＋
２２
」」
東東
京京
都都
でで
開開
催催

日米安全保障協議委員会
（日米「２＋２」）が開催(外務省Web)


